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1.は じめに

京都府北部京丹後市の 日本海側一帯は山陰海岸国立公園 ・天橋立大江 山国定公 園にも

指定 され るな ど豊かな自然,数 多 くの歴 史遺産がある地域 といえる。特 に鳥取,兵 庫,

京都の 日本海側は 「山陰海岸 ジオパー ク」 として 日本 ジオパークの認定 を受 け,さ らに

2010年 にはユネスコの支援す る世界 ジオパークに認定 され,地 質遺産の保護 な らび に保

全の ほか,そ の 自然 を活用 して研究や教育,地 域社会への貢献な どを目的 として,様 々

な取 り組みが行われ ている。3府 県にまたがる山陰海岸 ジオパークであるが,京 都 にお

けるジオパークは丹後半島の経 ヶ岬以西の海岸沿いな らびにその内陸部(京 丹後市)が

地域 として指定 され ている。その中には,火 山岩でつ くられ る立岩,鳴 き砂海岸 で知 ら

れ る琴引浜,小 天橋 と久美浜湾 など様々な自然を見 ることができる。

本研究 は,そ うした世界 ジオパークの中に位置す る湖沼の 「離湖」を研究対象 として

いる。離湖は,丹 後半島網野町においてその水 が生活用水 として利用 されている。離湖

の研究は,三 好 ・高原(2010)が 離湖沿岸 陸域においてお よそ12mの ボー リング掘削

を実施 し,得 られた試料 か ら花粉化石 と微粒炭分析を行っているが,深 度5.7mま では

砂礫層 とい うこ とで十分な議論が されてお らず,大 まかな検討が行われているのみであ

る。本研究では離湖底においてマルチ ・ボー リング ・サ ンプラーを用いて試料採取 を試

み,離 湖底4地 点においてそれぞれ1m弱 の柱状試料 を得ることができた。 それ ら4地

点の柱状試料名 をそれぞれHANA・1～HANA・4と したが,本 報告では水深4.5mで 得 ら

れたHANA・1の 柱状試料 について珪藻遺骸群衆の解析 を実施 し,古 環境解析 を行 うと

ともに離湖の堆積環境の変遷 を明 らかにす ることとした。

亘.試 料採取 および分析方法

試料の採取場所は京都府京丹後市網野町 にある離湖 である(図!)。 離湖には大橋川 を

は じめ とす る3つ の河川が流入 し,樋 越川,新 樋越川 を通 り海につながっている。離湖

の水深 は平均3m程 で,深 い揚所 では水深5mに なる所 もある。試料を採取 した4地 点

は,河 川の影響が少な く湖岸か らある程度離れている地点 を選定 した。HANA-1は 離湖

西部で水深は4.5m,78cmの 柱状試料 を採取 した。同 じく,HANA・2は 離湖中央部で
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水深3.Om,88cmの 柱

状試料,HANA-3は 離

湖東部で水深2.2m,

92cmの 柱状試料,そ

してHANA-4は 離湖

南部で水深1.5m,で

86cmの 柱状試料 をそ

れぞれ得 るこ とができ

た。本研究では,水 深

が 一 番 深 い 場 所

HANA-1で 採 取 した

柱状試料 を用いて珪藻

遺骸の垂直的な群集組

成変化 の検討 を行 った。

本報ではHANA-1ボ ー リング柱状試料を1cm間 隔で切 り分 け,コ ア先端部 を含 め79

試料の中か ら等間隔で24層 準 について珪藻解析を行 った。また,す べての試料につい

て含水率 を求めて議論のためのデータとした。

試料の処理方法は,多 度 団研珪藻 グループ(1988)の 方法に従った。珪藻殻の同定は

1000倍 の光学顕微鏡下でメカニカルステージを任意 に走査 し,珪 藻殻数が200個 体に

なるまで同定 ・計数 した。

珪藻遺骸 の種 の分類 にお よび生態的特性 にっいてはHustedt(1930,1930-1966),

小林ほか(2006),1(rammerandLang-Bertalot(1986,1988,1991a,1991b),

野尻湖珪藻 グループ(2000),田 中(2002),渡 辺(2005)な どに基づいた。

皿.堆 積物の年代 と堆積速度

HANA-1柱 状試料の深度78-80cmの 層準試料 について14C放 射性炭素年代測定法

(AMS測 定)に よ り堆積年代の特定を行った。 その結果,深 度78・80cmは お よそ710

年前の堆積物で,暦 年 では1240年 頃の室町時代 に遡る試料 であることが明 らかになっ

た。そ して試料の堆積速度 は年間で0.11cmの 堆積速度 と推定できる。その ことか ら本

研究では4cm間 隔の試料について検討 を行 っていることか ら,得 られたデータは36年

間隔での環境変遷 を見ることとなる。年代結果を以下に示す(表1)。

表1放 射性炭素年代測定結果(δ13C補 正値)

試料名 採取場所(離 湖) 試料 処理 δ13C(伽)(酬S)

δ13G補 正あ り

LibbyAge(yrBP) pMC(%)

離 湖1尚.1 HA甑 一1深 度78-80cm 土壌 HCl 一29
.13±0.43 710±20 91.57±0.26

14C放射性炭素年代測定は,(株)加 速器分析研究所による
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IV.分 析結果

試料番号C-1(湖 底表層)か ら先端(最 深部)ま で4cm間 隔で計24試 料 の分析 を行

った結果,21属81種 の珪藻遺骸を検出 した。全体を通 して付着性種のAchnanthes属

やSynedora属,浮 遊性種の(]yclotθlla属 や.4ulacoseira属 が多 く見 られる(図2)。

灘

図2産 出 した 珪 藻 遺 骸 の 例a・bは 付 着 性 種c・dは 浮 遊 性 種t(ス ケ ー ル は10μm)

a:Achnaヱ1t正!esminutissimab:Synedoraaeusc:Cyclotellameヱ ユeghiniana

d:Aulacoseb'agranulate

また,珪 藻群集の同定を行 った結果,

付着性種 と浮遊 性種の割合 は,以 下の通

りとなった。

先端(最 深部)か ら試料番号C-60に

向か うにつれて付着性種が徐 々に増加 し,

C-60か らC-36で は付着性種が60%以 上

を占めるようになる。 その後C・36か ら

付着性種は徐々に減少 し,浮 遊 性種が優

勢 となる。そ してC-16か らC-1の 層準

の現在 では付着性種が20%以 下 とな り

80%以 上を浮遊性種が 占めていることが

明 らか となった(図3)。
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V.考 察

珪藻の構成種の変化を踏まえ4つ の堆積環境に分 けて考察を進 める(図4)。HANA-1

の土質は全体 を通 して泥 であることから,こ の試料が堆積 したのは水深が十分にある湖

沼の環境 であった と考え られる。また,淡 水性種 が圧倒 的に多いことか らお よそ1300

年前か ら現在 まで淡水

湖 であった と推定でき

る。ただ し,汽 水性種

の珪藻もわず かに見 ら

れ るため,何 らかの原

因で海水が入 り込んで

きたか,ま たは海の影

響 を受けた可能性 も排

除できない。 しか しな

が ら,珪 藻遺骸の群集

組成の結果か ら,湖 沼

全体が汽水であった と

は考 えに くい。 これ を

前提 に水質や水深の変

化の変化 を中心 として

考察 していく。
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図4珪 藻殻数 ・付着性種と浮遊性種 ・含水率の割合の変化

<堆 積環境1>(先 端 ～G-60)〔1240～1430年 〕

最 深 部 の優 占種 がAulacoseiragranulataで あ る ものか ら徐 々にAchnanthθs

minutissimaに 変化す ることや付着性種が増加 することか ら水質は中程度の汚濁か ら清

水に変化 し,水 深が深 く安定 していた水域 か ら徐 々に浅 く陸地や河川の影響がある環境

だった と推測 され る。また,湖 沼環境 は淡水で水深 を度々変化 させ る湖沼だったのでは

ないか と考 えられ る。

<堆 積環境1>(C-60～C-36)〔1430～1670年 〕

AchnanthθsminutissimaやSynedora属 が優 占種 とな り,付 着 性種 の割合が多いこ

とか ら水質はきれいで,水 深は浅かった と推測 され る。また,含 水率は徐々に高 くなっ

ていることか ら,こ こでは底質の粒径が粗 くなっていった ことが考 えられ る。 また,湖

沼環境は淡水 で徐々に水域面積 が小 さくな り,湖 沼周辺の湿地が広 くなった と考え られ

る。

〈堆 積環 境 皿 〉(C-36～G-16)〔1670～1860年 〕

浮 遊性 種 が徐 々 に増加 し,優 占種 がAulacoseiragranulata,(]yelotθllamθneghiniana

に 変 化 した こ とか ら水 質 は清水 か ら中程度 の汚濁 に変 化 し,水 深 は徐 々 に深 くな った こ
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とが推測される。含水率も低くなることから水深が増すにつれて底質の粒径も細粒物へ

と変化 したことがうかがえる。また,湖 沼環境は淡水で流入する河川からの影響ならっ

びに環境の変化などから水深を度々変化させる湖沼の状態だったと考えられる。

<堆 積環境N>(C-16～C-1)〔1860～ 現在〕

最浅部は優 占種が.4ulaeoseiragranulataや(]yclotellameneghinianaで あ り,浮 遊

性種の割合が多いことか ら水質は中程度 に汚濁 してお り,水 深 は深 く安定 していた こと

が推測 される。 また,含 水率は徐 々に高 くなっていることか らこの部分では底質の粒径

が粗 くなったことが考えられ る。

VI.ま とめ

HANA・1の ボー リング試料か ら得 られた珪藻化石は,21属81種 であった。先端部分

ではAulacoseira属,深 度が浅 くなるにつれてAchnanthesreiやSynedoraX;,表 層付

近では()yelotθllak」やAulacoseiratsが 多 く見 られるよ うになる。

離湖 は淡水で水深が十分にある湖沼であったが,そ の中で も微量な水深の変化や水質

の変化があった。

鎌倉時代か ら室町時代は中程度汚濁 した水深が深 く安定 した湖沼であったが,そ の後

250年 間は清水で水深は浅 くな り湖畔が広がった。 その後,再 び水深 は深 くな り,江 戸

時代後期には中程度汚濁 した現在見 られるよ うな湖沼環境が完成 した。

謝辞

本研究を進めるにあたり,安 松貞夫先生には終始多大なる指導ならびに多くの助言を

いただいた。また,琴 引浜の鳴 り砂を守る会会長の松尾庸介氏ならびに松尾省二氏には

事前の湖底調査およびボー リング調査を実施する上で船を出していただくとともに調査

を進める上でご配慮いただいた。以上の方々に心より感謝申し上げる。

文 献

Hustedt,F.1930.Bacillariophyta(Diatomeae).InA.Pscher(ed.)DieSusswasser

FloraMitteleuropas,10,GustavFischerJena.,466p.

Hustedt,F.1930-1966.DieKieselalgenDeutschlands,OsterreichsundderSchweiz

unterBerucksichtigungderubrigenLanderEuropassowiederangrenzenden

Meeresgebiete.InL.Rabenforst(ed.),Kryptogamen-Flora.LeipzigI=920p.,845p.,

816p.

小 林 弘 ・出 井 雅 彦 ・真 山 茂 樹 ・南 雲 保 ・長 田 敬 五2006.小 林 弘 珪 藻 図 鑑,第1巻,

内 田 老 鶴 圃,531p.

Krammer,K.andLange・Bertalot,H.1986.Bac皿ariophyceae.1te且.InH.Ett1,J.

Gerloff,H.HeyningandD.Mollenhauer(eds.),SUsswasserfloravonMitteleurope.

2/1,GustavFischerjena,Stut七gart,876p.

一27一



Krammer,K.alldLange-Bertalot,H.1988.Bacillariophyceae.2teil.InH.Ettl,J,

Gerloff,H.HeyningandD.Mollenhauer(eds.),SUsswasse㎡loravonMitteleurope.

2/2,GustavFischerjena,Stuttgart,539p.

Krammer,K.andLange-Bertalot,H.1991a.Bacillariophyceae.3teil.InH.Ettl,」.

Gerloff,H.HeyningandD.Mollellhauer(eds.),SUsswasse㎡[oravonMitteleurope.

2/3,GustavFischerjena,Stuttgart,578p.

Krammer,K.andLange-Bertalot,H.1991b.Bac皿ariophyceae.4te且 」nH.Ettl,」.

Gerloff,H.HeyningandD。Molenhauer(eds.),SUsswasserfloravonMitteleurope.

2/4,GustavFischerjena,Stuttgart,437p.

三 好 小 百 合 ・高 原 光2010.丹 後 半 島 離 湖 ・ハ ス 池 ・久 美 浜 各 コ ア の 花 粉 分 析 と 微 粒

炭 分 析.京 丹 後 市 教 育 委 員 会 編 「京 丹 後 市 久 美 浜 湾 の 古 環 境 と 形 成 過 程 一阿 蘇 海 ・天

橋 立 と の 比 較 一」,47・78.

野 尻 湖 ケ イ ソ ウ グ ル ー プ2000.改 訂 版 ケ イ ソ ウ の し ら べ か た 一小 さ な 生 き 物 ・身 近

な は た ら き 一.地 学 団 体 研 究 会 ・地 学 ハ ン ドブ ッ ク シ リ ー ズ20,105p.

田 中 正 明2002.日 本 淡 水 動 植 物 プ ラ ン ク トン 図 鑑.名 古 屋 大 学 出 版 会,584p.

渡 辺 仁 治2005.淡 水 珪 藻 生 態 図 鑑 一群 集 解 析 に 基 づ く 汚 濁 指 数DAIpo,pH耐 性 能.

内 田 老 鶴 圃,666p.

一28一


